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日　時	：	令和3年11月28日（日） 
		  	 14時開演（13時開場）

場　所	：	国立劇場小劇場
	 	 	 〒102-8656千代田区隼町 4番1号  【電話】03-3265-7411
入場料	：	5,000円
問合せ先	：	（社）地唄舞普及協会　【電話】080-3933-8731　【Fax】03-3444-0058
	 	 	 Jiutamai.fukyu@gmail.com
チケット購入	：	国立劇場チケット売り場 ・（社）地唄舞普及協会
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■ �新型コロナウイルス対策のため、本公演は全て指定席とさ
せていただきます。

■ �チケットをお買い求め頂いた方に、連絡先の登録をお願い
いたします。

■ �当日は、入口での検温と消毒、マスク着用をお願いいたします。
■ �出演者は、感染検査を行い、マスク着用はしない予定です。
■ �公演がキャンセルとなった場合は全額返金させていただき

ます。

仲
間
た
ち
で
綴
る

増田鈴

地
唄
舞

石川利光

尺
八

井上満智子

地
唄
三
味
線

平
曲

菊央雄司

地
唄
舞

花崎杜季女

石村みか

物
語
進
行

花崎叶和
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唄
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花崎しの

地
唄
舞

平
家
物
語

日
本
の
鎌
倉
時
代
の
軍
記
物
語
で
、
琵
琶
法
師
の
語
り
で
、

語
り
継
が
れ
て
芸
能
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

平
清
盛
と
い
う
稀
代
の
英
雄
で
あ
り
悪
行
の
者
の
出
現
か

ら
、「
平
家
に
あ
ら
ず
ん
ば
人
に
あ
ら
ず
」と
ま
で
言
わ
れ
ま
し

た
平
家
一
門
の
滅
亡
ま
で
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
全
編
を
通
し

て
当
時
の
仏
教
の
死
生
観
、
西
方
浄
土
へ
の
信
仰
が
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

地
唄
舞

地
唄
舞
は
、
白
拍
子
の
流
れ
を
汲
む
舞
か
ら
派
生
し
、
江

戸
時
代
後
期
よ
り
、
現
在
の
二
畳
の
空
間
で
無
限
の
世
界
を

描
く
舞
の
型
と
世
界
観
が
出
来
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
制
限

さ
れ
た
動
き
で
濃
縮
さ
れ
た
美
を
表
現
し
ま
す
。
朗
読
の
よ

う
に
、
そ
の
人
自
身
の
思
い
を
語
る
、
そ
の
人
自
身
の
滲
み

出
る
個
性
が
出
る
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

平
家
（
平
曲
）

耳
な
し
芳
一
で
有
名
な
琵
琶
法
師
は
、
中
世
の
頃
か
ら
琵
琶

を
伴
奏
に
物
語
を
語
り
、
中
で
も
平
家
物
語
を
専
門
に
語
る
も

の
は
平
家(
平
曲)

と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。
実
は
平
家
物
語

は
文
学
作
品
に
な
る
前
か
ら
琵
琶
法
師
に
よ
り
口
伝
伝
承
の
語

り
も
の
の
音
楽
と
し
て
成
立
し
、
そ
の
後
、
能
や
歌
舞
伎
な
ど

様
々
な
日
本
の
芸
能
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。


